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【会長の時間】 畝 徳治
皆さん、こんにちは。今日は古
い話になりますが、結果は現在、
今後に通じるものだと考えてい
ます。畑村さんの本の中でなぜ
失敗が起きたかを考えた結果と
いう事です。要約してお話しま
す。

2004 年 3 月、東京の六本木ヒ
ルズで、大型自動回転ドアに頭
を挟まれた男の子が亡くなるという痛ましい事
故がありました。事故を起こしたビルの関係者
から「調べて欲しい」と依頼があり、「ドアプロ
ジェクト」が生まれました。
ドアプロジェクトでの調査の対象は、事故を

起こした大型自動回転ドアに限らず、小型手動
回転ドア、スライドドア、シャッター、開き戸、
電車のドア、車のドアにまで及びました。これ
らのドアについて、ドアが閉まるときにどのく
らいの力が発生するのか等々。さまざまなドア
を調べたことで、回転ドアだけを見ていたので
はわからない、事故原因究明につながる重要な
発見がありました。
なかでも大きかったのは、「ドアは軽くてゆっ

くり動かなければ危ない」という暗黙の知識（暗
黙知）の存在です。これは、エレベーターのド
アやスライドドアの設計者から指摘されたもの
で、安全性を保つ基準として、ドアそのものが
持っている運動エネルギーを 10ジュール以下に
保たなければならないという具体的な数字があ
るのです。その原則を回転ドアの設計者は知り
ませんでした。回転ドアが動くとき、10 ジュー
ルの何倍ものエネルギーがそこには発生してい
たのです。
回転ドアの来歴を調べていたところ、興味深

い事実がわかりました。事故を起こした回転ド
アは、もともとヨーロッパから取り入れられた
もので、当時は主にアルミでできており、重さ
は１トン以下でした。おそらくヨーロッパでは、
「ドアは軽くてゆっくり動かなければ危ない」
という暗黙の知識のもとに回転ドアはつくられ
ていたのです。
ところが回転ドアを日本に取り入れるとき、

その知識は一緒に入ってはきませんでした。こ
のため、ドアはどんどん重くなっていったので
す。「風圧が強くても耐えられるものにしたい」
「見栄えをよくしたい」という要求から、骨材

がアルミから鉄に変更され、ステンレス板で飾
られ、その重さに耐えるためにドアの外周にモ
ーターやブレーキなどを取り付けた結果、当初
の 3倍近い 2.7トンもの重量になってしまった。
そして、事故の防止策としてセンサーを取り付
け、何かが挟まったときストップするようにし
ました。要求に応えることで次々と設計を付け
足す「付加設計」を行ったのです。実は、ここ
にこそ、痛ましい事故を引き起こした最も重大
な原因が隠されていたのです。
・暗黙知とは、「言語化されず共有できない知識

や経験」のこと。
・形式知とは、「言語化して共有できる知識や経

験」のこと。

【幹事報告】 山田 利明
１．地区事務所より月信８月号
２．米山記念奨学会よりハイライトよねやま
３．バギオ基金よりバギオだより
４．秩父音頭まつり実行委員会よりお礼状

ニコニコボックス
♪酷暑です。ご自愛ください。 髙田 富康

合計 2,000 円



山田 利明会員
趣味として１８才くらいから

やっている山登りについてお話
します。高校を卒業して、就職
して、その後測量事務所に勤め
２８才で辞めて独立しました。
その間も休みの日には山に登っ
ていました。家族には、いつ死

んでしまうか分からないと言われていました。
20 才の頃ですが、富士山のそばの三ッ峠の岩

場ですが、練習岩ですが、練習でも厳しい所で
です。岸壁が高さ 150 メートル、その内の 100
メートルくらいで練習します。空中ではしごを
渡しながら越えていきます。
最初は秩父登攀会という社会人の山岳会に所

属していました。岩登りを主体にしていた会で
す。岩にハーケンを打って、カラビナを掛けて
登ります。ハーケンが抜けると、そこまで落ち
ます。今のフリークライミングはスポーツです。
付けていると落ちても大丈夫なように上にアン
カーという絶対落ちないものにザイルをくぐら
せて、何秒で登れるかを競うものです。限界ぎ
りぎりで落ちても死ぬことはありません。

21 才の頃には谷川岳の一の倉沢に 600 メート
ルくらいの衝立岩ダイレクトルートを登りまし
た。朝 3 時くらいに登り始めて、下りて来たの
は午後 7 時くらいでした。スカイツリーの一番
上くらいの高さがあります。10 メートルくらい
の天井があり、それを抜けます。日本最大岩で
日本で一番難しい所です。500 名も亡くなって
おり、慰霊碑もあります。この一の倉沢を入っ
て行くと、群馬県登山条例があり、山岳会に所
ぞしていて、経験があるという事で申請します。
ここは 2 回登りました。登り切ると達成感があ
り、生きている事を実感します。
その当時、日本全国の岩場行こうと、北岳に

登りました。北岳は日本で 2番目に高い山です。
南アルプスにあります。フランケと呼ばれる所
です。当時は岩登りが人気で 4 人で登った時に
は上から落石があり、2 人に当たりケガをしま
した。岩場は背負って下ろせないので、ザイル
で下ろしますが、他は背負って下りました。本
当に大変でした。
冬にも岩登りもやっていました。ハッケ岳で

すが、零下 20度くらいになります。下に氷と雪
の岩場があります。素手では登れないので、手
袋でアイスハーケンを使って登りました。一年
中登っていました。赤岳鉱泉という所にお正月
に行って、当時結婚した頃で、お父さんはいつ
もお正月にいないんだよねと言われていました。
お盆とお正月は岩登りをしていました。
岩登りは 25才くらいであまりやらなくなりま

したが、岩山が好きでしたので、山をハイキン
グしただけでしたが、観光でマッターホルンに
行きました。
だんだん年を取り、60 才くらいの時には妙義

山に登りました。裏妙義と言って、一般道です
が、鎖とはしごばかりで、危険です。下の方に
はハイキング道があります。
若い頃からスキーはやっていましたが、60 才

くらいからバックカントリースキーをやりまし
た。シールを付けて上にスキーで登りますが、
急なので、板を背負って登って、帰りに滑って
下りて来ます。シールは昔はアザラシの毛でし
たが、前に進みますが、後ろには下がりません。
靴ですが、踵が動くようになっています。妙高
山に行きました。3 時間掛けて登っても、帰り
は 10分程度で下りて来る事が出来ます。

60 才を過ぎてから行きましたが、剱岳は縦走
コースの中で一番難しいかなと思います。岩場
が途中にあるので、ロッククライミングをした
人でないとやめた方が良いです。途中で登れな
くなります。はるか彼方に見えるのは日本海で、
下の雪山は立山です。観光で行く雪の大谷がこ
こです。立山の奥の雲ノ平ですが、高天原山荘
に泊まって、１週間行っていました。雲ノ平は
立山の奥の奥にあります。周りに薬師岳とかあ
りますが、真ん中に平らな場所があって、平ら

なので雲ノ平と
言われます。一
つ山を越えてま
た登って時間が
掛かるので、１
週間くらい休み
を取らないと行
けないと。60 を
過ぎて、そろそ

ろ行かないと、体力は無くなるし、休みも取れ
るという事で、行って来ました。高天原山荘は、
良い露天風呂があります。温泉です。その温泉
に入りに行きました。途中はにチングルマが咲
いていました。綺麗な花を見る事も出来ます。
次に西穂高岳ですが、穂高連峰の一角の西にあ
るので、西穂高です。穂高も４つあります。そ
の時には西穂高山荘でキャンプをして、サンマ
を焼いて食べたりします。だんだん遊びになっ
てきました。槍ヶ岳にも登っていますが、上高
地から登るのではなく、反対側から登っていま
す。燕山荘から登るコースですが、景色が大変
良いです。一番
良いコースで銀
座コースです。
山 荘 が あ る の
で、登りやすい
です。槍ヶ岳も
若い頃から行っ
ていました。槍
ヶ岳に穂高連峰
があり、穂高連峰の真ん中が涸沢です。キャン
プして、裏側に岩場があります。そこも日本で
有名で、若い頃に合宿して登りました。
ずっと山登りをしてきて、何が良かったか。

一番は危険ですが、気持ちがすっきりします。
大自然を目の当たりにすると、仕事なんかどう
いう事はないと思います。考えれば、仕事はお
金ももらえるしという事で、仕事も頑張りまし
た。


